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①要約： 

IVR 仮想アシスタントは、自動応答電話システムの進化版であり、AI を活用して問題解決

を支援するアイデアです。IVR で得られる情報を元に、ユーザーの意図を予測し、チャット

ボットや音声 AI といった適切なアシスタントにルーティングし、最終的に人間のエージェ

ントにつなぐまでのプロセスを経て、よりスムーズな対応を実現します。 

 

②目的： 

IVR 仮想アシスタントの目的は、従来の IVR システムよりも効率的で個別対応のできる顧

客サポートを提供することです。利用者が選択した操作や発話内容などから予測モデルを

学習させ、適切なアシスタントにルーティングすることで、問題解決のスピードと品質を向

上させます。 

 

③新規性： 

IVR 仮想アシスタントは、従来の IVR システムとは異なり、AI を介してユーザーの意図を

予測し、適切なアシスタントに接続する新しいアプローチを取っています。また、動作の違

いに応じてチャットボットや音声 AI を使い分ける点も新規性を持っています。 

 

④独自性： 

IVR 仮想アシスタントの独自性は、事前に学習した予測モデルを用いて、ユーザーの要件に

応じた最適なアシスタントを提供する点にあります。このルーティングの仕組みにより、ユ

ーザーのニーズに合わせた効率的な対応が可能です。 

 

⑤経済価値： 

IVR 仮想アシスタントの導入により、顧客サポートの時間やコストを削減することができ

ます。正確な予測とルーティングにより、チャットボットや音声 AI が適切な対応を行い、

人間のエージェントへの繋ぎ先が最小限になります。これにより、企業は効率的なカスタマ

ーサービスを提供しながら、人件費や時間の節約を実現できる経済価値を持ちます。これに

より、企業の生産性向上や顧客満足度の向上につながります。 

  


